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のおよそ 9 万人から 2008 年の 19 万人までおよそ倍増している。2009 年には
いわゆるリーマンショックを要因とした経済不況により減少を経験している





人の 9 割はこのブラジル人に占められている 2）。ブラジル人は 1991 年以降毎
年増大し，2000 年には 25 万 5 千人に達している。以降漸増傾向を示し，2007
年に 31 万 7 千人となり，ピークを形成したが，その後減少に転じ，2008 年 25




　他方中国人も 2000 年から 2008 年までは漸増傾向をつづけ，2000 年に 3 万
4 千人だったのが 2008 年には 15 万人に及んでいる。しかし中国も 1 年遅れて
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している。その後 2000 年代には漸増傾向を示しながら 2006 年には 4,663 人の
ピークを形成している。しかし 2007 年には早くも減少傾向を示し，2008 年に
はリーマンショックもあって 3,275 人，2009 年には 2,640 人と大きく減少して
いる。
　これに対し中国人は 2000 年代に毎年増大し，2008 年に至ってもさらに 3,776































































タでは，2012 年の月平均賃金が約 2500 元（約 42,500 円）である。それからす

























たが，うち 4 人が帰国し，1 人は日本で転職していた。この人たちの勤続年数





































　ところで 3 年ほど前の 3 月 11 日，東日本大震災が起きた。技能実習生は，
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が 3 名，水産加工が 4 名である。②年齢は 20 代が 9 名，30 代が 2 名である。
③既未婚は既婚者で 7名，未婚者が 4名である。④現在の中国での仕事は，農
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  それは最近の面接における競争率が低下気味であることである。震災前は 4







製作で使われている。このミシン操作が大連で月あたり 3000 ー 3200 元程度で
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械・金属」がそれぞれ 1.5 割である。また正規従業員では「２～３人」が 3 割

































































スラム教信者であり，祈りの時間が欠かせず，1日に 5回 , 午前 3時から始める。
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間は 3 年でよく，3 年たったら帰国して，インドネシアで働きたいということ
であった。これは中国人技能実習生とはかなり異なっているというのが私の印
象である。宗教的には 2人はともにイスラム教であったが，これについても祈








　その後，2013 年 10 月に現に働いているインドネシア人に面接する機会を得
た。面接対象は会社（正規従業員数 21 名，建設業）の社長とその従業員 2名（他
にインドネシア人は 2名）であった。従業員の性別は両者とも男性，年齢はと
もに 21 歳，高卒であった。日本に来て 1 年，仕事は鉄線の組み立て，収入は
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